
啓明館史

年 できごと 外部評価

１９９３ 啓明館設立

１９９４

１９９５

１９９６ 雑誌「勉強せんかい」を出版開始

１９９７ 社会人ネットワーク「せんかい村」を開始 南日本新聞「朝刊１面コラム」に掲載

１９９８

１９９９

２０００ オリジナル教育「ＴＯＳ教室」を開始、ＦＭラジオ番組に毎週レギュラー出演開始 西日本新聞「夕刊１面コラム」に掲載、福岡県環境保全功労者知事表彰を受賞

２００１ NHKテレビ「啓明館特集」放送

２００２ TNCテレビ「啓明館特集」放送（福岡市制作）、他にＲＫＢ・ＦＢＳも特集

２００３ 福岡市政だより新年号「新春座談会」掲載

２００４

２００５ オリジナル教科「ことば科」を開始

２００６

２００７ 現在地に転居

２００８

２００９ 飛級を開始

２０１０

２０１１

２０１２

２０１３ 自主勉を充実

２０１４

２０１５

２０１６ 時間割を改革

２０１７ 指導充実にむけてシステムを整備

２０１８

２０１９

２０２０ 教科啓を開始

２０２１ アクティブタイムの充実

２０２２ 小学英語カリキュラムの充実

２０２３ 年６回の「漢字テスト」を開始

２０２０年から「教科啓」を、小４から中３までのすべての学年の授業

時間割の中に取り入れました。教科啓というのは「ことば科」とは

違った意味での「啓明館オリジナル教科」です。国語とか数学とか

の教科のわくを超えた「勉強する力」を、楽しく身につけることをめざ

します。文章を「しっかり読む力」、人の話を「しっかり聞く力」、大切

なことを「しっかり覚える力」、人ごとではなく自分のこととして「受け

止める力」などです。

【外部に向けてのチャレンジ期】
「狭い世界の中だけでなく視野を広げることが先生の成長には絶対に必要」との思い

で、外部に向けてさまざまなチャレンジをしました。

●雑誌の出版（先生が取材・原稿作成）、●社会人ネットワーク設立（会員は森本おじ

さんをはじめ各界のおもしろい人たち１００人ぐらい）、●オリジナル教育「TOS」設立（勉

強の指導はいっさいせず子どもたちの体験指導のみの教室、ワークショップ・バスツ

アー・雑誌出版・研究学会）、●講演（一般・学校の先生・地域団体・ロータリークラブな

ど対象）・フォーラム開催、●ＦＭラジオ番組レギュラー出演（教育）

【内部充実へのチャレンジ期】
「啓明館設立前の大手塾の経験」、「啓明館設立期の外部に向けてのさまざまな経験」

のすべてを、本来の目的である「子どもたちへの勉強の指導」に結実させることをめざ

していきます。

啓明館が設立された１９９３年より以前、啓明館の先生たちは、当時西日本で一番大

きな学習塾・福陵館（今はもうありません）を設立し運営していた中心メンバーでした。

一方ではそんな大手塾を作り上げた経験ももちながら、小さいけれど大志をもった啓

明館という学習塾を設立しました。

２００５年から始まった啓明館のオリジナル教科が「ことば科」です。日本語や

英語などのことばはもちろんですが、ことばにできない真実を、不完全ながら

「そのときどきの精一杯のことばで人間が理解・表現する」という意味で、数学

も芸術も、ものごとのしくみも社会のしくみも、ある意味すべて「人のことば」で

あり、このことば科のテーマだと考えます。さまざまなジャンルでがんばってい

る方に講師でおいでいただき、少人数で楽しく子どもたちとふれあいひびき

あっていただく、そんなぜいたくな教科が「ことば科」です。

２００９年の飛級開始以降、それまでの「クラス一斉指導のみ」の形態から、「クラス指導とあわせて１人ひとりの子ども

にあわせたプログラム指導」を充実させています。はじめは少数の飛級生への個別プログラム指導を、２０１３年から

の自主勉システムの充実で全生徒に波及させ、２０１６年の「時間割の改革」ではそれまでは「あくまでも授業のおま

け」でしかなかった個人指導を「授業とならぶ正規の指導時間」に組み入れ、個人指導の量と質を一気にアップさせそ

れまであった限界をとりのぞきました。そして現在、個別プログラム指導をさらに充実させるための模索を続けていま

す。一斉指導とくらべはるかに多くの努力量と高いレベルの指導力が必要となるため、「一人ひとりの指導についての

話し合い」、「さまざまな指導の流れのシステム化」、「教材・指導方法の確立」など日々急ピッチで改革を進めていま

す。もちろん、啓明館設立以前から蓄積してきた「経験」「見方考え方」など、私たちの歴史のすべてを「子どもたちへ

の勉強の指導」という１点に結実させるつもりです。

授業や個人指導など、啓明館に登校している時

間のすべてをアクティブタイムと言います。子ども

たちが、自主的にテキパキと活動的に取り組める

よう、「勉強の計画」「教材」「日々の内容」「先生

からの指導計画」など、最善の環境を整えていま

す。


